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研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

2019年度の主な取り組み内容

①2019年4月：事業全体の設計と各プロジェクトの内容検討、主担当者の決定

②5月31日：「第6回 ラマダーンナイト＠SFC」開催

＊学部の野中葉研究会「ムスリム共生プロジェクト」と山本薫研究会「アラブ文化研究会」との共同で、ラマダーン実

践に関わる講演会とイフタール（断食明けの夕食）パーティを開催した。講演会には、ラボ代表の野中、ラボメンバー

であるアルマンスール、野中研、山本研の学部生らが登壇した。

＊シリア難民支援についても活動報告を行い、今後の協力を呼び掛けた。

③7月21日：「第10回Japan Muslim Researcher’s Interdisciplinary Symposium」開催（於：三田キャンパス）

＊代表者野中葉が基調講演を担当。

＊日本在住のムスリム留学生及びイスラーム関連テーマを研究する日本人学生の発表が集い、発表する機会を設け、研

究を通じた交流を促した。

④9月21日～23日：イオンモール成田「ワールドフードフェス」にてポスター発表

＊イスラームおよびハラールに関するポスターを作成し、展示。当日は、来場者に対する説明を実施。

⑤11月22日、23日：Open Research Forum2019にてPitch発表およびブース展示。

＊Pitchでは、ラボと連動した野中葉研究会「ムスリム共生プロジェクト」が活動報告。ブースでは、ラボの概要、ムス

リム観光客おもてなし研修会ほか神奈川県プロジェクトなどラボの活動について複数のポスターを展示。

⑥2020年1月31日：神奈川県通訳案内士向けムスリムセミナー（於：かながわ県民センター）

＊神奈川県国際観光課主催。県内登録の通訳案内士100人程度が受講。

＊ラボ代表の野中と、メンバーの兼定愛が登壇し、イスラームの教えの基礎、ハラールビジネスの現状、インドネシア

人・マレーシア人観光客の現状についてのミニレクチャーに加え、イスラーム教徒に対するおもてなしの具体的な対応

例などについても紹介した。
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研究成果（学術論文、著作物、メディア露出等）

【研究論文・出版物】
・野中葉「インドネシアのムスリマ活動家たちの結集 ―― 世界的に稀な女性ウラマー会議開催」鷹木恵子編『越境す
る社会運動　イスラーム・ジェンダー・シリーズ 第2巻』（11章）、明石書店、2020。
・野中葉「映画からわかるインドネシア社会におけるイスラームの表象」『イスラーム映画祭公式ムック』43-44、
2020。
・野中葉「読書案内　インドネシアのイスラーム」『歴史と地理　世界史の研究』No. 724：33-36、山川出版、2019。

【口頭発表】
・野中葉「ハラールビジネスの現状」、「ムスリム観光客の現状　－インドネシア・マレーシアを中心に」（依頼講
演）全国通訳案内士ムスリムセミナー、於：かながわ県民センター、2020年1月31日。
・Nonaka, Yo, "Wearing niqab as proof of hijrah among urban muslimah in Indonesia", presented at Annual
International Conference on Islamic Studies (AICIS) 2019, Oct 2, 2019.
・Nonaka, Yo, ”Beyond the veiling –the trend of muslim fashion in Indonesia” (Invited), presented at
International conference: “Halal as a way of life” @ EHESS paris, Sep 6, 2019.
・Nonaka, Yo, ”Confusion over ‘Halal’ and some positive changes in Japan”（Keynote Speech）, presented
at the 11th JMRIS, July 20. 2019
・野中葉「現代インドネシア社会におけるニカーブ着用現象」第35回日本中東学会年次大会、於：秋田大学、2019年5
月12日。
・Kenjo, Megumi,“A Consideration over the Best Selling of Lā Taḥzan: Focusing on the Role of Preachers
which Changes with the Times”, BRISMES Annual Conference, University of Leeds, UK, 26th June 2019.
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